
 

 

 
 
 

 

 

 

株式会社日本政策投資銀行（以下「DBJ」という。）は、米子空港ビル株式会社

（本社：鳥取県境港市、代表取締役社長：池口由紀彦、以下「当社」という。）    

に対し、「DBJ BCM格付」に基づく融資を実施しました。 

 

「DBJ BCM格付」融資は、DBJが開発した独自の評価システムにより、防災

および事業継続への取り組みが優れた企業を評価・選定し、その評価に応じて  

融資条件を設定するという、「BCM 格付」の専門手法を導入した世界で初めての

融資メニューです。 

 

当社は、「米子鬼太郎空港」のターミナルビルの管理・運営を担う事業者です。

増加の一途をたどるインバウンド旅客や堅調な東京便旅客の利便性を高めるべく、

搭乗待合室の増築および国際線到着ロビー改修等の施設増改築工事を平成 30 年 

5月より実施しており、平成 31年 7月の竣工を計画しております。 

 

今回の格付では、以下の点を高く評価しました。 

 

(1) 美保空港事務所や航空会社等から構成される美保空港保安委員会が主催する

総合的な訓練に参画し、米子空港における防災体制の強化に努めている点 

(2) 平時の防災対策では、役職員のほとんどが普通救命講習を修了する等適切な 

教育が図られている点や、各種マニュアル等を通じて災害発生時の初動対処 

について、明確な運用が徹底されている点 

(3) 境港市の津波避難ビルの指定を受け、地域住民と連携した避難訓練等を実施し、

地域の防災対策に貢献している点 

 

その結果、当社は「防災及び事業継続への取り組みが十分である」という格付

を取得しました。 

 

DBJ は、企業理念「金融力で未来をデザインします～金融フロンティアの   

弛まぬ開拓を通じて、お客様及び社会の課題を解決し、日本と世界の持続的発展

を実現します～」に基づき、有事における事業継続の推進に向けたお客様の   

取り組みを積極的に支援してまいります。 

 

米子空港ビル（株）に対し、 

「DBJ BCM格付」に基づく融資を実施 

【お問い合わせ先】 

中国支店 業務課 電話番号 ０８２－２４７－４３１１ 

 

 

平成 30年 12月 3日 

株式会社日本政策投資銀行 


